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(例) a)山田 (1976)は--,山田 (19764)によ
ると--･
b)-州が知られている (山田,1976).
C)--(山乱 19760;山田1976b;山田と小
川,1976;YAMADAandOGAWA,1977).
10･ 引用文献は,文献として論文末に一括し,著者名
のアルファベット旧,同じ著者のものは年代順とする.
雑誌名の略は,医学中央雑誌,IndexMedicus,日本化
学会誌,地質学雑誌および,Chemica)Abstractにした
がう.
(例) 山田太郎,小川一夫 (1976)中国地方の花柄
岩.岩鉱,99,1-100.
YAMADA,T.andOGAWA,K.(1976)Grani-
ticrocksintheChGgokuprovince,Sowth-
westJapan.I.Japan.Asoc.Min.Pet.
Geol.99,101-200.
DALY,R.A.(1914)IgneousRocksandlheir
OTigin,Mc-GrawHiJl,NewYork,N.Y.,
563pp.(末尾は総べ-ジ数)
4名以上の共著論文の著者名は,省略して筆頭著者の
みとする (山田太郎他;YAMADA,T.gJdJ.).
ll.外国語原稿は,標準型 (A4,21×30cm),厚手
(不透明)の用紙を用い,ダブルスペースでタイプライ
トする.上,下,左,右の空自部の幅を3cm以上とる.
その他は,日本語原稿の規定にしたがう.
12.原稿の長さは,規定しない.
13. 初校は原著者が行う.
14.原稿〆切りは,原則として毎年6月30日および12
月28日とする.ただし,至急掲載を希望する場合は,そ
の旨申し出ること.
